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総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、内閣官房、内閣府は、2020年の東京オリンピックの開会式に当たる7月2
4日を「テレワーク・デイ」と名付けた。交通機関や道路が混雑する始業から10時半までの間、一斉にテレワークを実施する
企業・団体を募集する。テレワークとは、「離れた」＋「仕事」という言葉通りの意味で、ICTを利用して自宅やモバイルなど職
場外から働くこと。テレワーク・デイは「働く、を変える日」というキャッチフレーズの下、テレワークという柔軟な働き方スタイル
を取り入れ、業務を改革する国民運動を展開しようというものだ。

職場以外の勤務を促す理由

そもそも2012年のロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会のときに、話は遡る。交通混雑によりロンドン市内での移動に
支障が生じることへの対策から、市内の企業にテレワークを呼び掛けた。すると、約8割が導入した。この成功例にならい、
東京大会の開会式に相当する7月24日に、このテレワーク・デイを設定したのだ。

テレワーク・デイによるテレワーク導入の最初の第一歩は、来る7月24日の始業から10時半までに行う「一斉テレワーク」の実
施だ。7月24日の始業から10時30分までテレワークの実施またはトライアルを行う「テレワーク実施団体」として341件が、効
果測定が可能で100人以上の大規模テレワークを実施する「特別協力団体」として78件が名乗りを上げている（2017年7月
時点）。

テレワーク・デイについては、公式サイトや動画、報道資料などが公開されている。4月18日のプロジェクト開始から、総務省
は新聞広告やポスターなどで広報を行っているので、何かと目に触れているだろう。

「テレワーク・デイ」公式サイトのトップページ

 

テレワークは在宅、モバイル、サテライトオフィスの3種類… 続きを読む
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